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紙リサイクルの新たなる挑戦

2024年10月16日

東海大学

細田衛士

古紙再生促進センター創立50周年記念

講演内容

1. はじめに

2. 来たるべき経済 ー循環経済

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦

4. おわりに

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 2
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1. はじめに
「古紙はリサイクルの優等生？」

• 「古紙はリサイクルの優等生」、これは資源の循環利用を研究する
ものにとって耳になじんだフレーズ。

• 動脈側（製紙会社）と静脈側（古紙回収業者、古紙問屋）との間で
見事な調和とバランスがとれてきた。

• 色々な製品のリサイクルを考えるとき、必ずと言って良いほど紙
リサイクルが先進例として取り上げられた。

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 3

資 料

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 4

資料出典：日本製紙連合会ウエッブサイト https://www.jpa.gr.jp/states/global-view/index.html

「古紙はリサイクルの優等生」を物
語っている。
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• 1997年の春先、古紙価格が下落、雑誌古紙に至ってはマイナス
になった（逆有償化）。

• これが、紙リサイクル第1の危機とも言える事態で、NHKの「ク
ローズアップ現代」にも取り上げられた。

• その後、逆有償化も徐々に解消され、紙リサイクルも概ね順調な
道をたどった。

• だが、今また、新たなる危機が迫ってきている。

1．はじめに
紙リサイクル、第1の危機

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 5

1. はじめに 
古紙回収量、消費量、輸出量の推移

出典：（公財）古紙再生促進センター

古紙需給バランス
回収 > 消費
⇒ 輸出急増紙リサイクル、第1の危機

紙リサイクル、第2の危機

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 6
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1. はじめに 
古紙回収率、利用率の推移

出典：（公財）古紙再生促進センター
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1. はじめに 
紙リサイクル、第2の危機

人口減少･デジタル化など
によって紙･板紙の利用が
減少

雑紙の増加と古紙の品質低
下、脱プラ化を通じて紙プ
ラ複合素材化

少子高齢化による労働力不
足、労働力市場の質の変化

事業の多様化・高付加価値
化・業界の底上げ・成長機
会の拡大の波に遅れ

第2の危機は忍び寄るが如くやってくる

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 8
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2024年10月16日 東海大学 細田衛士 9

資料出典：古紙再生促進センターウエッブサイト、http://www.prpc.or.jp/recycle/number/

1. はじめに 
紙リサイクル、古紙取扱量

「循環経済（サーキュラーエコノミー）とは、従来の3R の取組に加え、
資源投入量・消費量を抑えつつ、ストックを有効活用しながら、サー
ビス化等を通じて付加価値を生み出す経済活動であり、資源・製品
の価値の最大化、資源消費の最小化、廃棄物の発生抑止等を目指
すものです。また、循環経済への移行は、企業の事業活動の持続可
能性を高めるため、ポストコロナ時代における新たな競争力の源泉
となる可能性を秘めており、現に新たなビジネスモデルの台頭が
国内外で進んでいます。」

（環境省『令和3 年度版環境・循環型社会・生物多様性白書』第2 章
第2 節）

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 10

2. 来たるべき経済、循環経済
循環経済とは
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2024年10月16日 東海大学 細田衛士 11

2. 来たるべき経済、循環経済
循環経済のイメージ図

資料出典：経済産業省（2020）『循環経済ビジョン2020』

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 12

2. 来たるべき経済、循環経済
時代の変化は急激

資料出典：経済産業省（2020）『循環経済ビジョン2020』

11

12

7



2024年10月16日 東海大学 細田衛士 13

2. 来たるべき経済、循環経済
循環経済の方向性 （1）

資料出典：経済産業省（2020）『循環経済ビジョン2020』
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2. 来たるべき経済、循環経済
循環経済の方向性 （2）

資料出典：経済産業省（2020）『循環経済ビジョン2020』
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2024年10月16日 東海大学 細田衛士 15

2. 来たるべき経済、循環経済
紙のリサイクルはサーキュラー？

家庭･事業者 紙加工工場

古紙問屋 製紙工場

従来型の紙リサイクルシステム
は、確かにサーキュラーエコノ
ミーのプロトタイプ

資料出典：古紙再生促進センターウエッブサイト「紙リサイクルの基礎知識」http://www.prpc.or.jp/recycle/waste_paper/（図は筆者が改変）。

• しかし、忍び寄る第2の危機にどう対応し、乗り越えるのか。

• 「古紙はリサイクルの優等生」という言葉に安住していたら、将来
の展開は厳しいものになる。

• 資源の高度な循環利用、素材（この場合は紙･古紙）の高付加価値
化は時代の流れ。

• だが、それをどのように実現するのか。

• 知恵と知識の共有、新しい付加価値の共創が不可欠になる。

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 16

2. 来たるべき経済、循環経済
第2の危機をどう乗り越えるのか
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• ｢逆境」のない経済などあり得ない。

• 逆境を乗り越えることによってビジネスの新しい展開が可能に
なる。

• そこにこれまでにない付加価値の創出が可能になる。

• そのためには競争力に加えて共創力が必要になる。

•  静脈経済の事業者もよりビジネスマインドを身につける必要があ
る。

•  そのためのヒントはないのか？

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 17

2. 来たるべき経済、循環経済
逆境は挑戦の希有なチャンス

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 18

2. 来たるべき経済、循環経済
新たなるビジネスマインドの醸成

「従来の成功体験」に甘んじていては逆境を乗り切れない⇒新たなるビジネスマインドを持った「企業」への脱皮が必要！

◇成功体験依存型の経営 ◇質よりも量に頼った経営 ◇産業の縦割り構造

◇経済成長に伴う自然な収益拡大 ◇ICT･ロボット化など技術革新への対応の遅れ 等

従来型の安定経営
【従来】

<成長に資する事業戦略>
1)事業基盤の強化・拡大 2)企業提携・業務提携・Ｍ＆Ａ
3)マーケットの拡大（量より質への転換）
<底上げに資する事業戦略>
4)地域との共生 5)人材確保・育成 6)ＣＳＲ活動

【今後】

【現在】 新しい時代の波に乗れずに
停滞するリスク

「企業」としての成長と底上げ

3つのイノベーションの実施 戦略的事業展開

（出典：産業廃棄物処理業の振興方策に関する検討会（2017）「産業廃棄物処理業の振興方策」に関する提言（概要版）」）に加筆修正

現
代
日
本
経
済
の
大
き
な
課
題

高度経済成長
の名残
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•  高度経済成長神話の脱却がすべての日本企業に求められている。

•  ICT・ロボットなど新しい技術を取り入れ、モノからコトへの変化
の波を捉えて発展・成長することが不可欠。

•  必要なのは健全なビジネス感覚と戦略性。

•  そしてイノベーティブ（革新的に）に動けるかどうか→3つのイノ
ベーション。

•  「量より質」の変化の波を捉えて、今後の発展成長に繋げる！

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 19

2. 来たるべき経済、循環経済
新たなるビジネスマインドとは

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 20

•  シアトルのクリーンスケープ社は女性の起業家によって作られた
オーナー会社。

•  シアトル市の廃棄物処理をウエストマネジメント社と分け合うほ
どの力があった。

•  先進的なビジネス感覚と戦略性があればこそウエストマネジメン
トと互角に戦えた。

•  凄いところは、オーナーがこの企業をさっさと売却してしまった
こと。

•  大変な収益をもって売り抜いたのだ。

2. 来たるべき経済、循環経済
先進的「オーナー企業」の事例

19

20

11



2024年10月16日 東海大学 細田衛士 21

2. 来たるべき経済、循環経済
量で稼ぐ時代の終焉

•  一般廃棄物も産業廃棄物も長期的には減少傾向。

•  古紙も同様。

•  単に量で稼ぐ時代はとうの昔に終わった。

•  排出者（顧客）の満足度を高めながら付加価値を高め、
社会インフラとして社会に貢献する方向性を模索する時
代。

•  資源の高度な循環利用にどう貢献し、どう稼ぐのかが今
すべての資源循環ビジネスに問われている。

3.  紙リサイクルの新たなる挑戦
新たなる日本経済構築に向けての4つのポイント

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 22

ビジネスマインドの
必要性

産業の成熟化の
必要性

俯瞰力・企画力・
提案力の必要性

新たな発展・成長
戦略の必要性

持続可能な経済社会構築
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2024年10月16日 東海大学 細田衛士 23

資源循環インフラとしての
紙リサイクル

インフラストラクチャー

動静脈ビジネス

ビジネスとしての紙リサイクル

環境を守り、
産業を支える
という崇高な
ミッション

戦略性を
持った健全
なビジネス
としての業

2つの重要な顔を
持っているのが静脈
産業としての紙リサ
イクルビジネス

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
これからの紙リサイクルビジネスの2つの顔

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 24

•  資源の高度な循環利用の促進→循環経済構築への貢献。

•  資源の循環利用とカーボンニュートラルの両立。

•  女性の活躍の場を拡大・発展させる。

•  積極的なイノベーション（3つのイノベーション！）

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
ではどうすればよいのか？
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2024年10月16日 東海大学 細田衛士 25

•  技術的イノベーション（technical innovation）

•  組織的イノベーション (system innovation)

•  人的イノベーション     (human innovation)

•  この3つを同時に行うことによって生産性を高め、新しい紙リサ
イクルビジネスを作り上げる。

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
3つのイノベーション

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 26

人的イノベーション

技術的イノベーション 組織的イノベーション

この3つのイノベーション
は三位一体的に捉える必
要がある

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
3つのイノベーションの関係
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2024年10月16日 東海大学 細田衛士 27

「成長」による「底上げ」
原資の確保

「底上げ」による「成長」
基盤の確立

「底上げ」に資する取組（例）
・低賃金構造からの脱却
・社会保険料等の支払い徹底
・技能向上に資する研修
・労働安全管理の徹底
・優良認定取得等に伴う積極的な情報開示
・シルバー雇用／障害者雇用
・地域住民向け環境学習プログラムの提供
・地域と連携したＣＳＲ活動 等

「成長」に資する取組（例）
・収集運搬効率の改善等を通じた低炭素化
・設備投資拡大による再資源化率向上
・ＩＴ技術導入による電子化／効率化の推進
・ISO14001等の取得
・林地残材等未利用資源の活用（バイオマス）
・広域リサイクルの拡大（太陽光パネル等）

  ・従来の業以外の事業への参入
・優れた環境技術を活用した海外マーケット開拓 等

3

つ
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

（出典：産業廃棄物処理業の振興方策に関する検討会（2017）「産業廃棄物処理業の振興方策」に関する提言（概要版）」）に加筆修正

戦略的事業展開

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
｢成長」と「底上げ」の両立

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 28

・ 賃金等就労条件の改善
 ・ 作業環境の改善
 ・ 従業員等の技能・技術の向上
 ・ 過重労働回避に資する設備導入 等

・ シルバー・障害者雇用促進
 ・ 施設等の情報公開
 ・ 地域経済発展への寄与
 ・ 地域の災害廃棄物処理支援 等

・ 経営姿勢の効果的なＰＲ
 ・ ブランド力の強化
（安直な価格競争の回避）

 ・ 従業員が誇りを持って働ける職場への転換

地域との共生 人材育成 ＣＳＲ活動

 ・ シナジー効果創出
 ・ 排出者から見た信頼性の向上
 ・ 動静脈連携促進
 ・ 地域産業としての機能強化（中核
企業を核とした地域の底上げ）等

 ・ 再資源化率向上・低炭素化等本業
の高付加価値化

 ・ トレーサビリティ確保
 ・ 省人化・無人化
 ・ 自社のＰＤＣＡサイクル確立 等

 ・ 集荷エリアの広域化
 ・ 許可業以外の事業への参入
 ・ 海外マーケットへの展開
 ・ 地域密着型産業への参入
 ・ 独自技術を活かした市場拡大 等

企業連携・業務提携
・Ｍ＆Ａ

事業基盤の強化・拡大 マーケット拡大

底
上
げ

成
長

（出典：産業廃棄物処理業の振興方策に関する検討会（2017）「産業廃棄物処理業の振興方策」に関する提言（概要版）」）に加筆

中長期的にどのような付加価値を作り出してゆくのかについての戦略的事業展開が必要

目指すべきゴールは共通だが、それを達成する道筋には差異があるはず

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
｢成長」と「底上げ」の方向性

27

28
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2024年10月16日 東海大学 細田衛士 29

•  分析力（理性）も大切だが、それと同様或はそれ以上に感
性を磨くことが重要。

•  そして直感的な把握ができること⇒全体像の把握、大局
観、俯瞰力を持つこと。

•  感性と直観力を持ってクリエーティブに仕事をすること。

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
ビジネスにおける「感性」と「直感力」

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 30

分析力
理性

直感力
感性

健全な判断、発展・展開する戦略の策定

働く人々がクリエーティブになれる！

・冷静な現状分析、将来予想
・収益性や方向性の確認

・全体の把握、俯瞰力
・創造的に仕事をする力

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
ビジネスにおけるクリエーティビティ

29

30
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• 紙リサイクルの第2の危機という逆境を乗り越えて新しい地平が
見えてくる。

• 「古紙はリサイクルの優等生」に甘えていてはいけないが、これま
での経験知が大いに生かせるはず。

• 第1の危機を乗り切ったのだから第2の危機も必ず乗り切れる。

• そのためには業界で知恵と知識を共有し、ビジネスマインドを磨
き、イノベーションを促進することによって付加価値生産力を高め
ることが不可欠。

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 31

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
付加価値創出力の向上

• すでに「底上げ」と「成長」の話はした。

• ビジネスを持続可能なものにするためには、世代間での円滑なバ
トンタッチが必要。

• めくるめく変化する時代にあった、若く、しなやかなで、そして力
強い発想をもって対応し、新機軸･新結合を率先して取り入れるこ
とが不可欠。

• 若い人、女性に魅力のあるビジネスに仕立て上げることが
重要。

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 32

3. 紙リサイクルの新たなる挑戦
ビジネスが持続可能になるために

31

32
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おわりに

• これからの循環経済では、競争力とともに共創力を磨き上げるこ
とが重要。

• 日本は団体戦に強い！守りではなく攻めの団体戦を行うことが
重要。

• 業界の底上げと成長をビジネスマインドをもって追求する！

• シュンペーターが喝破した新機軸･新結合によって新しい資源循
環ビジネスの地平を切り開くことが今求められている。

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 33

ご清聴有り難うございました！

～昨日と同じ明日は来ない～

2024年10月16日 東海大学 細田衛士 34

33

34
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古紙再生促進センター創立50周年記念行事
リレー形式プレゼンテーション

次なる５０年へ

2024/10/16

国立環境研究所
資源循環社会システム研究室室長

田崎 智宏

1

講演内容

1. 未来に向き合う～国際社会の動向と既存の知見を手がかりに

◼ 未来へのアプローチ

◼ 国連の未来サミット

2. 課題山積の時代でチャンスの潮流に乗る

◼ 「延長上の未来」を超えて

 国際的な資源利用

 人口減少時代の廃棄物管理

◼ EBPMからEnBPMへ
～協働創発と試行的アクションの積み重ね

2

1

2
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3

未来へのアプローチの種類

内部要因を重視

◼自分達がありたい理想像を掲げる
ビジョン提示、向かうべき方向の認識を共有

外部要因（変化）を重視

◼将来予測（prediction）
確定的未来、計画的⇒想定外に対応できない

◼未来探索（予見、foresight）
こんなことが起きたらどうする（What if?(もしならば)アプローチ）

「座して待つか、働きかけるか」

ビジネス戦略の類型

 ビジネス目標の実現
手持ちの経営リソースを効果的・効
率的に利用

 外部要因の変化への適応
外部要因との調整（コントロールでき
ないものへの対応）

4

Chaffee (1985) をもとに田崎作成（2022）

他に、解釈的戦略とい
う類型やミンツバーグ
による10類型がある

創業300年の長寿企業から学ぶ

サスティナブル企業経営の柱
 事業の変化：コア能力と価値観に沿った
「顧客価値」を提供する

 時代の変化：平時も有事も事業継続のための
「身の丈経営」にこだわる

 世代の変化：企業を支える「価値観」をつなぐ

長寿企業の特徴
信頼と評価 高付加価値型のビジネス

レジリエンス力

企業を長寿にする５つの要因

公益志向 長期的視点

商品・サービスの長期持続性

利害関係者との長期関係性の重視

一貫した経営狸念の維持・実践

昔の商人から学ぶ

 「企業の役割」の捉え方
◼ 企業活動は人々の生活に役すること

◼ 企業は社会のために存在する

 「利益」の捉え方

◼ 長期的利益の追求、財産は額に汗して得る
もの、 「利益」は企業関係者との協働で生ま
れたもの後藤俊夫（2017）長寿企業

のリスクマネジメント

グロービス経営大学院（2014）創業300年
の長寿企業はなぜ栄え続けるのか

吉田賓男(2010)商家の家訓

3

4
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国連・未来サミット（2024.9.22-23）

 問題意識（「未来のための憲章」の前文から）

私たちは、私たちが下す選択が原因で生じる多くの深刻な破滅的リスクや存在を脅か
すリスクに直面している。方向転換しなければ、私たちは恒常的な危機と崩壊の未来
へと転がり落ちる危険性がある。選択は我々にある。

⇒アクション指向の憲章になった（５６のアクションが採択）。

 「将来世代に関する宣言」の第31節より

次のことを行うことにより・・・将来思考の組織文化を醸成する。

・予期的な計画、未来予見、未来のリテラシー（anticipatory planning, foresight and 
futures literacy）などの多様な能力を育成する

・あらゆるレベルで長期的かつ世代を超えた思考を体系的に推進する

5

将来指向のアクションの一つに能力開発が入っている
＝将来を考えることは難しいことの裏返し

グローバルレベルでの環境負荷の増大と複合危機
に直面する社会

Globaïaホームページ (原典はSteffen et al. (2015) ) 田崎（2023）

大加速（Great 
Acceleration）

6

大加速による歪み・軋みの結果としてもたらされている複合危機
大加速からの方向転換（ハンドル）・減速（ブレーキ）が行われようとしている

5

6
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講演内容

1. 未来に向き合う～国際社会の動向と既存の知見を手がかりに

◼ 未来へのアプローチ

◼ 国連の未来サミット

2. 課題山積の時代でチャンスの潮流に乗る

◼ 「延長上の未来」を超えて

 国際的な資源利用

 人口減少時代の廃棄物管理

◼ EBPMからEnBPMへ
～協働創発と試行的アクションの積み重ね

7

古紙再生促進センター
「サステナブルチャレンジ2050」
・日本の古紙2050年
・紙リサイクルの中長期的課題
の知見に加え、

過去からの延長上の発想を超えて～未来学の知見から

 シナリオ分析：
バックキャスティング
Quist & Vergragt (2006) 

創発的手法：
強制発想法
例、SusLifeプロジェクト

(国環研2011-2015)、博報堂

将来世代の観点の導入
『フューチャー・デザイン』など
西條（2015, 2024）、原（2016）

現在の視点を乗り越える、例 矢巾町

起こりう
る仮説

分野・トピック

何が起こる!?

8

将来から考える

将来から考える

気づいていない
将来に気づく

未来・将来を考えることは、云うほどには簡単ではないので、多くの手法が開発されてきた

7

8
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スキャニングによる「未来の兆し変化」の把握と未来洞察

9

1.ヘリ＆ハイヤーで都心と成田を結ぶサービスがスタート

2.レーシングゲームの達人が現実のレースで大活躍！

3.インドの農村でエアコン仕様トラクターがヒット

4.市民がネットで森林伐採を監視

5.注目される手作りソーラーシステム

6.どこでもフィットネスが増加

7.ワイヤレス電源供給実現へ

8.エコ文脈で消費される流水音装置

9.女性だけの下町職人集団

10.ナイキブランドの公園登場

11.フランス大統領が GDPに幸福度導入を提案

12.オシャレ＆機能性ファッション 「山スカ」人気

13.イスラム食コーナーを設けた京大の学食が話題に

14. 「緑の交換」システムがある街

15.台所に客を招く「私房菜」がブレイク

16.ベビーカーが並ぶ「ベビーカー・カフェ」増加中

17.学校でも「ワークシェアリング」が浸透

18.神出鬼没。時間限定のポップアップ・ストア

19.日本初の「父親学校」誕生

…

×

ライフスタイルの

主要トレンド
不確実な変化の兆し情報
新聞記事等より 166件

1. ・・・なっている!?

2. ・・・なっている!?

3. ・・・なっている!?

4. ・・・なっている!?

5. ・・・なっている!?

6. ・・・なっている!?

7. ・・・なっている!?

8. ・・・なっている!?

国立環境研究所（2011-2015） 持続可能なライフスタイルと消費への転換プロジェクト（SusLife）の成果をもとに作成

（http://www.nies.go.jp/program/psocial/pj2/index.html）、博報堂とともに実施

スキャニング
（博報堂）

不連続な変化を未来射程
に入れる方法論

変化の時代を乗り越えるアプローチとは？
～持続可能な生産と消費のプロジェクトの知見から

Evidence-Based Policy Making (EBPM)

 証拠に基づく政策立案

Envisioning-Based Policy Making（EnBPM）

 ビジョン創発型政策形成

11の大学・研究機関が実施
した大規模研究プロジェクト、
田崎もﾃ-ﾏﾘｰﾀﾞｰで参画

人々のニーズは多様であり、政策設計者だけでは把握し
きれない。専門家や実務家にも分断がある。

10

将来のことは考えているようで、不十分。
異なる部署や異なるセクターの関係者が一緒に考える機会を

9

10
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＜従来型＞ ＜システム転換型＞

関わる人の数

企画・
デザイン

実施・評価

プ
ロ
セ
ス
の
段
階

内容検証と
事前評価

参加者の
協働作業への
コミットメント

実施体制
づくり

１．創発段階

２．試行段階

３．実施段階

協働設計

試行的実施

対策の設計

本格実施

有効性評価

対策の修正

ビジョン創発型政策形成（EnBPM）
～協働創発と試行を重視～

Source: 田崎智宏 (2022) 持続可能な消費に向けた政策介入の展開とLCA研究への示唆. 日本LCA学会誌, 18 (2), 77-82を一部表現修正

問題設定

関係者との
協議＆パブコメ

対策の

実施

対策検討

成功すれば
効率的

多様な価値やニーズが
存在する場合や異なる
ニーズがある場合

想定した効果が得られない場合

11

関わる人の数

国際資源パネル(2024)Global Resources Outlook 2024, Summary for Policymakers を和訳・加筆

世界の資源利用（1970～2024年）と環境影響

資
源
採
掘
量
（
百
万
ト
ン
） 30年前、世界の

資源利用量は
今の半分程度

現在、日本を含む
上位10か国が

物質資源ﾌｯﾄﾌﾟﾘﾝﾄの
65%を使う

金属

非金属
鉱物

化石

バイオマス

４種の資源

脱炭素 生態系汚染

グ
ロ
ー
バ
ル
な
影
響
の
寄
与
率

右側は同2019年版 12

希少な
資源

地球環境に負荷
を与える資源

11

12
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再資源化しても
使われない、

リサイクルと称した不法投棄

適正処理や回収が
難しい廃棄物の問題
（リチウムイオン電池に
よる火災など）

資源採取時の環境破壊や
労働問題など

資源利用の
システム

生産者・消費者

素材・製品

天然資源

資源採取の
システム
資源採取者

再資源化・循環
利用のシステム

循環者

循環資源

廃棄物処理
システム

処理者

廃棄物

資源循環を維持する、しかしサブシステムの分断が忍び寄る

循環させるには
アクションを
「つなげる」
ことが不可欠

田崎 (2024) サーキュラーエコノミーの実現に向
けた転換と情報発信. アド・スタディーズ, 67, 
pp.10-15の図を加工・加筆

古紙配合率
の正確性

古紙の品質低下

人口減少･デジタル化など
による紙･板紙の利用減

雑がみの増加と品質低下、
紙プラ複合素材化

労働力不足等

事業の多様化・高付加価
値化等の波に乗り遅れ

紙プラ複合化
⇒分別難

生態系への悪影響がさらに重視

13

品質への不信品質への不信

資源利用の
システム

生産者・消費者

素材・製品

天然資源

資源採取の
システム
資源採取者

再資源化・循環
利用のシステム

循環者

循環資源

廃棄物処理
システム

処理者

廃棄物

資源利用の
システム

生産者・消費者

素材・製品

天然資源

資源採取の
システム
資源採取者

再資源化・循環
利用のシステム

循環者

循環資源

廃棄物処理
システム

処理者

廃棄物

資源循環を維持する、しかしサブシステムの分断が忍び寄る

14

紙 プラごみ

注意すべきは、

・製品の重量

・土地利用改変

・生分解性 など

古紙業界の外側で
起こっていること
との調整も大切

素材選択時における
環境性能把握
紙、紙＋プラ、プラスチック
の比較など

資源利用の
システム

生産者・消費者

素材・製品

資源採取の
システム
資源採取者

再資源化・循環
利用のシステム

循環者

循環資源

廃棄物処理
システム

処理者

廃棄物

13

14
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人口オーナス（「重荷」、人口減少＋諸々の課題）時代の
廃棄物管理において備えるべき課題

田崎智宏、稲葉陸太、河井紘輔 (2018) 人口オーナス時代の廃棄物管理～人・ごみ・施設・財政の観点から. 
環境技術, 47 (4), 181-186を簡略表現

想定される現象 廃棄物管理における課題

人口減少 廃棄物量の減少による施設の余剰
処理の非効率化

生産人口の減少 廃棄物処理を担う人材の確保が困難

高齢者人口の増加 高齢者ごみ（おむつ、介護ごみ等）への対応
収集サービスにアクセスできない人々の増加

人口密度の低下 収集効率の低下
ごみステーション管理を自治会等に頼れなくなる

財政困難 財政赤字による廃棄物処理事業の維持困難
リサイクルに係る取組の停滞

地域産業の衰退 処理委託可能な廃棄物業者の消失
店頭回収を担っていた店舗の消失

15

4つの戦略的観点と18のキーアクション
～取組を有効に進めるために～

① 
 

計画策定 ⑦ 
 
先進事例視察 ⑬ 

 
識者講演・助言 

② 
 

キーマン説得 ⑧ 
 
試行事業 ⑭ 

 
アンケート実施 

③ 
 

組織への勧誘 ⑨ 
 
活動説明会 ⑮ 

 
競合回避 

④ 
 

他組織連携 ⑩ 
 
広報 ⑯ 

 
ブランド化 

⑤ 
 

担当の設置 ⑪ 
 
非公式な広報 ⑰ 

 
権威付け・保証 

⑥ 
 

情報収集 ⑫ 
 
非公式な交流 ⑱ 

 
評価 

 

Source: 田崎ら（2016）物語で理解するバイオマス活用の進め方（http://www-cycle.nies.go.jp/jp/report/biomass_guide.html）

交
渉

計画

実
践

組織

道筋をつける

仲間を集める

やって
みる

周囲を
説得する

理論的にはChaffee (1985) やMinzberg (20)の戦略論をベースにした
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15

16
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最後に

課題が複合化する未来が迫るなか、

「座して待つか、働きかけるか」

「選択は我々にある（The choice is ours.）」

17
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「紙化」への期待と課題

株式会社パックエール

代表取締役 内村 元一

2024年10月16日

古紙再生促進センター・創立50周年記念行事

包装設計から見る

© 2023-24 PACKYELL Inc.

１．会社概要

1999年 凸版印刷株式会社（包装コンバーター）

2005年 ベンダーサービス株式会社（包装商社）

2016年 日本製紙株式会社（包装用資材）

2023年 株式会社パックエールを創業

軟包装工場の生産技術員として、包材設計・

開発・工程管理などを担当

大手CVS向け容器包装資材の設計・開発およ

び製造委託工場の製造・品質管理指導を担当

2014年 大正製薬株式会社（医薬品メーカー）

容器・包装資材の設計・開発を担当

包装の環境対応に向けた「紙化」販促および

企業向け講演会の講師・論文寄稿などを実施

代表プロフィール

プラ

紙

株式会社パックエール

凸版印刷・ベンダーサービス・日本製紙等でのパッケージ開発

業務を経て、2023年2月に独立し㈱パックエールを創業

包装関連企業のアドバイザーとして技術的サポートを行う他、

各種セミナー・企業研修等にて環境関連情報の発信を行う

代表取締役

内村 元一

1

2
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２．世界の潮流と国内の動向

包材
設計

ラベル
表示

法規制

３つの視点から見ていこう

© 2023-24 PACKYELL Inc.

✓ 世界各国の標準として共有されるようHPで公開

世界包装機構（WPO）

「PACKAGING DESIGN FOR RECYCLING」

✓ 循環型包装設計への共通の理解

https://www.worldpackaging.org/wpo/45/#bottom

（日本語訳：リサイクルのための包装設計ガイドライン）

パッケージの設計段階からリサイクルを考慮することが必要

3

4
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日本における環境貢献を示すラベル・マーク

https://www.env.go.jp/policy/hozen/green/ecolabel/category/wrapping.html

環境ラベル 識別表示ラベル
https://www.kogyolabels.com/product/other/block_copy_produced/labelmark/

重量比で50％以上で付与

「リサイクルできる」

≠ 「紙化」によって
リサイクルできない

紙製品も増加

© 2023-24 PACKYELL Inc.

On-Pack Labelling

生活者に使用済みパッケージの

リサイクル方法を明確に伝える

ラベリングシステム

その包装は、

リサイクルできるのか
できないのか

How2Recycle

□ 2012年より運用開始

□ どの材料がどこでリサイクルできるか生活者が分かるように、

  製品のパッケージに標準のリサイクル方法（ラベル）を明記

https://how2recycle.info/

ARL（Australasian Recycling Label）

□ 包装の循環型経済発展を主導する「APCO」が運営

□ 国民にわかりやすいリサイクル情報を提供

〇 リサイクル可

△ 条件付きリサイクル可

× リサイクル不可

△ 地域ルールを確認

https://recyclingnearyou.com.au/arl/

（左より順）

世界におけるラベルの動き

5

6
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EU：包装と包装廃棄物規則（PPWR） 日本：プラスチック資源循環戦略

⚫ 2022年11月 指令から規則に格上げ

⚫ 2030年以降、容器包装のプラスチックに

  再生材・バイオマスプラスチックの配合が義務化

⚫ リサイクル可能な設計にすること、容器包装の

  回収・返却システム等を導入することを要求

全ての包装および包装廃棄物が対象

例）リサイクル目標

包装全般

紙・段ボール

プラスチック

65％

75％

50％

70％

85％

55％

種類 2025年 2030年

３R＋Renewable
リデュース・リユース・リサイクルと再生可能資源への転換

基本原則

６つのマイルストーンの達成に向けた取組を推進

リデュース リサイクル 再生材 / ﾊﾞｲｵﾌﾟﾗ

海プラ対策 国際展開 基盤整備

2022年４月 「プラスチック資源循環法」施行

■ プラ廃棄物の排出の抑制、再資源化に資する環境配慮設計

■ ワンウェイプラの使用の合理化

■ プラ製廃棄物の分別収集、自主回収、再資源化等

国内外の動向

© 2023-24 PACKYELL Inc.

可燃ごみの袋の名称を

「燃やすごみ」袋から

「燃やすしかないごみ」袋に変更

福岡県柳川市／京都府亀岡市 他 ■ 焼却ゴミから資源化

■ プラ循環の動きは既に開始

製品プラスチックの分別収集が

始まりました！

宮城県仙台市

回収できないもの

金属や紙類などの不適物が含まれるもの

（参考）

日本におけるプラ再資源化の現状（2022年）

廃プラ排出量 約823万トン
有効利用廃プラ 約717万トン

有効利用率 … 87％
MR／CR … 25％

熱回収   … 62％

（内訳）

自治体の動き

7

8

31



© 2023-24 PACKYELL Inc.

２．世界の潮流と国内の動向

包材
設計

ラベル
表示

法規制

３つの視点から見ていこう

資源循環（＝サーキュラーエコノミー）への取り組みが必須

© 2023-24 PACKYELL Inc.

パッケージ業界で大きな動き

2019年9月

ネスレ「キットカット」の紙化

３．「紙化」への期待

その他のパッケージも
どんどん「紙」に…

■ 『脱プラ・減プラ』トレンド

■  狙いの「紙化」は 外観＝紙、マーク＝「紙マーク」

 プラ代替素材である「紙」への期待は大きい

  実際の材質構成は多様（プラ複合が多数）

9
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紙単体
コーティングで機能付与

紙＋ラミ１層 紙＋ラミ２層以上 備考

一次包材：汚損あり
・食品一次包装など

・バリア性要求あり

◎ 〇 〇～△
紙マーク付与に関しては、

汚損有無は関係なし
二次包材：汚損なし
・食品二次包装、非食品

・バリア性要求なし

◎ 〇 〇～△

備考
ラミ層が少ない、ジッパーが不要な用途ほど

紙マーク付与（重量比率 50％以上）が容易

基本的に「表基材のプラReduce」と「企業の環境貢献イメージ向上」が目的

いままで 日本における 「紙化」＝ 減プラ・紙マークの付与化

設計可能な領域

４．「紙化」が活躍できる領域 ～ 性能とリサイクル性から評価 ～

© 2023-24 PACKYELL Inc.

紙単体
コーティングで機能付与

紙＋ラミ１層 紙＋ラミ２層以上 備考

一次包材：汚損あり
・食品一次包装など

・バリア性要求あり

△～× △～× ×
・廃棄もしくは回収後に

洗浄工程が必要
・除染不十分であれば、再生

化後の品質に悪影響

二次包材：汚損なし
・食品二次包装、非食品

・バリア性要求なし

◎ △～× × ・洗浄の必要なし

備考

・ラミ層があることにより、紙のリサイクルが困難な方向

 ・ラミ層が２種以上のフィルムを積層している場合、さらにリサイクルが困難

 ・紙だけでなく、積層フィルム側のリサイクルも検討が必要

現時点では、「紙単体・二次包材（汚損なし）」の分野に限定されてしまう

紙化市場拡大には「リサイクルしやすい設計」と「リサイクルスキーム構築」が重要

日本における 「紙化」  ＝ リサイクル可能な紙製包材これから

設計可能な領域

４．「紙化」が活躍できる領域 ～ 性能とリサイクル性から評価 ～
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https://worldstar.org/winners_detail/3189/2023/

カナオカホールディングス／三菱製紙

原紙：三菱製紙「barricote®」

紙に適したデジタル水性インクジェット印刷

WORLDSTAR GLOBAL PACKAGING AWARDS 2023受賞

紙×リサイクルしやすい設計

バリアヒートシール紙

酸素・水蒸気バリア性・ヒートシール性を付与

シグマ紙業

紙製パウチ 「オルカミスタンディングパウチ®」

プラスチック使用量の削減 約 95％が紙で構成

紙器の製造技術を活用

開封ジッパー

エンボス加工

窓貼り加工箔押し加工

パール加工

紙とコーティング剤のみで構成

© 2023-24 PACKYELL Inc.

東罐興業

食品汚損部を分別する紙製容器

福島印刷工業

ブリスターパック代替「パキッとオープン」

汚損のある最低限のフィルム層

他企業も…

使用後にフィルムを剥がすことで分別廃棄が可能

クラウン・パッケージ 寺岡精工／王子製紙

汚損のない紙単体層

→ 紙リサイクルへ

ブリスターパックと比較してプラ使用量を大幅に削減

板紙にシュリンクフィルムを装着する設計

⇒ 使用後は板紙・フィルムそれぞれを分別廃棄

プラ・紙それぞれを分別廃棄

13

14

34

https://worldstar.org/winners_detail/3189/2023/


© 2023-24 PACKYELL Inc.

三菱ケミカル

コンポスタブルを活用した再資源化

日本紙通商

紙糸によるアップサイクル

紙と生分解性樹脂「BioPBS」を活用し、

食品残渣の堆肥化システムに連動

マルチマテリアル／食品汚損など、リサイクル及び

再資源化の品質維持が困難な用途や立地としてリサ

イクルシステムに乗せることが難しい用途で有効

https://prtimes.jp/main/html/rd/p/000000036.000104418.html

紙コップや紙パックなどの使用済み飲料用紙容器を

タオルやエプロンなどの布製品へ再生

「紙to糸/布」への新しいリサイクル提案

UCCコーヒープロフェッショナル

https://www.ucc.co.jp/company/sustainability/challenge/240410_papercupupcycle.html

千疋屋

https://www.senbikiya.co.jp/2024/05/17/2405_hankachitowel

「紙」リサイクルの新たな選択肢

例）沖縄市との
資源循環型システム

© 2023-24 PACKYELL Inc.

（出所：YRK and 事業変革のヒントが見つかる Re/BRANDING magazine コラム）

＜ いままで ＞

リニア エコノミー

＜ これから ＞

サーキュラー エコノミー

焼却に依存
［図表1］サーキュラー・エコノミー

５．リニアエコノミーからサーキュラーエコノミーへ
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The circular economy is based on three principles, driven by design:
https://www.ellenmacarthurfoundation.org/topics/circular-economy-introduction/overview

循環型経済における３つの基本原則 （エレン・マッカーサー財団が提唱）

✓ Eliminate waste and pollution

廃棄物や汚染を排除する

✓ Regenerate nature

製品・素材を（最も価値の高い状態で）循環させる

✓ Circulate products and materials (at their highest value)

自然を再生する

製品やプロセスの設計段階で
廃棄物と汚染をなくすことを目指す

自然資源を保護し、再生可能な方法で利用する

製品や材料をできるだけ長く使用し、
再利用やリサイクルを促進

これらの原則に基づき、持続可能な経済モデルを構築していく

〇 幅広い業種の企業を含むサプライチェーン全体での連携

〇 生活者に対しては消費スタイルそのものの変化を求める

転換するために
大切なこと

６．サーキュラーエコノミーとは何か

© 2023-24 PACKYELL Inc.

https://www.env.go.jp/council/content/03recycle06/000161648.pdf

７．「動脈産業」と「静脈産業」の連携

環境省：「脱炭素型資源循環システムの具体化に向けて」

・天然資源投入量の削減

・再生材利用目標を共有

・環境配慮設計 ・必要なデータ連携

・トレーサビリティ確保

動脈産業｜製品を生産・流通・販売

・必要な量・質の再生材を確保

・「動脈産業」に供給する「動静脈」を構築

静脈産業｜廃棄物を回収・リサイクル

連携が重要
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≪市場の動き≫

まとめ

再生材の利用

リサイクルしやすい設計

リユース・シェアリング

リサイクル率の向上

市場はサーキュラーエコノミー（循環型経済）へシフト

政府は「再生材利用の促進」に向けた法改正を進める

紙製包装（紙パック・紙トレー・紙製軟包装など）もリサイクル対応が必須

各種素材（プラ・ガラス・金属）は全てリサイクル向上の動きが活発 ⇒ 紙は？

脱プラ・減プラ
代替素材利用

紙化

本日はありがとうございました
古紙再生促進センター様の益々のご発展を祈念いたします。
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伊勢原市

ごみの減量化・資源化に向けて

伊勢原市経済環境部清掃リサイクル課

横山 亜紀子

目 次

１

２

３

４

環境衛生事業の概要と課題

伊勢原市の紹介

最後に

雑紙救出大作戦
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伊勢原市の紹介

伊勢原市

人口：約１０万１千人

厚木市、平塚市、秦野市と接しています
平塚市

厚木市

秦野市

静岡県

東京都

神奈川県

山梨県

神奈川県のほぼ真ん中に位置する都市 いせはら

伊勢原市の紹介

主な観光地は大山 都市開発で今後大きく変わります

大山

観 光 都市開発

伊勢原大山インター周辺地区の整備や、
伊勢原駅北口の再開発事業が進行中

小田急線総合車両所建設を契機としたスマー
ト新駅の設置検討

今後の更なる発展を見込んでいます

江戸庶民の訪れた秀峰「大山（おおやま）」

春は新緑、秋は紅葉を見に多くの人が訪れます。
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環境衛生事業の概要と課題

伊勢原市のごみ分別は ２３種類

燃やすごみ 不燃ごみ 資源物

紙類 ・新聞紙
・雑誌、書籍
・雑紙
・段ボール
・紙パック

びん ・無色・茶色・その他色
缶類 衣類・古布
容器包装プラスチック
ペットボトル
廃食用油
草木類
小型家電

粗大ごみ

秦野市伊勢原市環境衛生組合

はだのクリーンセンター 伊勢原清掃工場 資源化事業者等

・水銀式体温計
・カセットボンベ、スプレー缶
・使い捨てライター

・蛍光灯
・乾電池

有害物

24,618 
23,761 

22,931 

25,000 

24,625 

24,203 
23,936 

23,583 

22,608 

20,000

21,000

22,000

23,000

24,000

25,000

26,000

元 2 3 4 5 6 7

燃やすごみ 計画値

環境衛生事業の概要と課題

22,040

本市の課題 ： 1施設で安定的に処理できる体制づくり

21,872
22,697

はだのクリーンセンター

伊勢原清掃工場燃やすごみの排出量

（ｔ）

（年度）
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燃やすごみの減量につながる取組はないか

雑紙救出大作戦・・・

雑紙救出大作戦の契機 ～令和4年～

燃やすごみを1施設で安定的に処理できる体制づくりが急務

新型コロナウイルス感染症の
世界的な大流行による啓発活動の停滞

雑紙救出大作戦

紙類

22%

厨芥類

35%

プラスチック類

15%

木・竹・わら類

9%

繊維類

4%

その他可燃物

13%

その他不燃物

2%

環境学習の機会が失われた子どもたちにできることはないか

燃やすごみの組成割合
※古紙再生促進センターでは「雑がみ」と呼称していますが、各自治体ごとに
雑紙、雑古紙、ミックスペーパー、その他紙、等々の呼称が存在します。

作戦の実行方法

雑紙救出大作戦

対象 環境学習を行う小学4年生の時に自粛要請などで学ぶ機会を喪失した小学4年生から6年生

目的
燃やすごみに捨てられてしまう紙を救出する雑紙救出大作戦に取り組むことで、環境教育の一貫と
してリサイクル意識の醸成を図る。雑紙から再生されるトイレットペーパーを配布することにより、リ
サイクルに興味を持つきっかけを作る。

方法 夏休み前に紙類回収袋を配布し、小学生自ら雑紙チラシやマンガをもとに雑紙を分別
夏休み明けに小学校で回収するか、集めた雑紙の重さを計って記録用紙に記入して提出

7
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何キロぐらい集まるのかな。

いろんな種類があるんだ。

この袋で何を集めてるの？

私も雑紙を集めたい。

雑紙救出大作戦の実行 ～令和4年～

こんなに雑紙が集まるんだ。

この紙も
リサイクルできるの？

低学年も参加させたい。

雑紙救出大作戦

市内10校
2,348人
2,451㎏

1.04㎏/人

雑紙救出大作戦の実行 ～令和5年・令和6年～

令和5年度

対象
市内10校

・全学年 ５校
・4年生～6年生 5校

参加人数 3,848名

救出量 2,126㎏
0.55㎏/人

令和６年度

対象
市内10校

・全学年 7校
・4年生～6年生 3校

参加人数 4,203名

救出量 2,229㎏
0.5３㎏/人

雑紙救出大作戦

9
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組成分析

雑紙救出大作戦

紙箱

41%

投げ込みチラシ

プリント など

37%

紙芯

4%

紙袋・封筒

3%

禁忌品

1%

雑誌・段ボール・新聞

14%

そう思う

75%

ややそう思う

24%

そう思わない

1%

【アンケート】
この取り組みは分別の習慣化に
役立つと思いますか？

そう思う
75％

雑紙救出大作戦の課題

数字
参加人数は、回数を重ねるごとに増加した一方で、救出量は増加につながることがなかった
「荷物が多く、紙類回収袋を持参できない」、「雨で紙類回収袋を持参できない」、「記録用紙を紛失し
た」等の理由で正確な救出量の把握が困難

人員 雑紙救出大作戦実行にあたる人員の確保
指定した日時の登校時に回収したため早朝からの準備が必要であった

維持
分別行動を維持、習慣化できるケアまでの啓発ができなかった
紙類回収袋を保管用として配布したが、作戦終了後の集積所への出し方までの案内が不足していた
・レジ袋有料化に伴う、家庭内の紙袋の不足
・紙袋以外の排出方法の周知の不足

雑紙救出大作戦

11
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雑紙救出大作戦の結果

雑紙分別のきっかけを届けることができた

知らない
無関心

知る
関心

行動する
行動を維持する

雑紙救出大作戦

最後に

これって何ごみ？

どうやって捨てるの？

混ぜればごみ 分ければ資源

限りある資源を有効に繰り返し使う循環型社会の実現のために

循環型社会が進むほど
増えるごみの分別区分

無関心層への発信方法

出前講座
子ども・自治会

環境学習
子ども

イベント
地域コミュニティ参加者

何が資源なの？

13
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伊勢原市
～ 人と自然と歴史が織りなす ～

暮らしやすさ実感都市

ご清聴ありがとうございました

15
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古紙センター創立５０周年記念シンポジウム

「持続可能な社会づくりのための環境教育の推進」

令和６年１０月１６日

全国小中学校環境教育研究会
東京都小中学校環境教育研究会

多摩市立連光寺小学校
校長 關 口 寿 也

学校教育とは？～そのカリキュラム

(1)文部科学省の定める学習指導要領

→ ほぼ１０年に一度改定（R2 小・R3 中・R4 高）

(2)内容、時数が定められ、教科・領域・行事等において児童・生徒の育成を図る

(3)内容と時数に準拠した「検定教科書」

→ 教科書採択～市区町村の教育委員会ごとに決定

(4)教科 → 国語、算数(数学)、理科、社会、道徳・・・

領域 → 特別活動、総合的な学習(探究)の時間・・・

行事 → 儀式的行事、体育的行事、学芸的行事、遠足、宿泊行事・・・

1
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学校教育とは？～そのカリキュラム

(5)教科・領域の中で取り扱ってほしい教育要素

→ ＩＣＴ教育、情報教育、プログラミング教育、特別支援教育、
人権教育、主権者教育、戦争教育、性教育、消費者教育、
 オリンピック・パラリンピック教育、環境教育、安全教育、

                福祉教育、キャリア教育、国際理解教育、食育教育、健康教育、
                ガン教育、動物愛護教育、ＮＩＥ教育・・・

     すべてを取り組むことは不可能

学校の状況に応じた取り組み(軽重)

(6)どの時間に取り組むのか？
教科 → トピックとして参考にする、単元末に関連事項として扱う
行事 → 集会、募金活動、生徒会活動
領域 → 「総合的な学習の時間」において学校として重点的に扱う(柱になりえる)

→  高等学校「総合的な探求の時間」は学校の売りであり死活問題

地球を揺るがす３つの環境課題～SDGsの根幹

気候危機
異常気象、エネルギー問題、EVシフト

これらの課題と社会・教育は
どう向き合うのか

生物多様性
絶滅危惧種、生態

系バランス、

OSO18

プラスチッ
ク問題

2050年問題、海中
生物や海鳥への影
響、人体への害

遠隔台風、アサガオ･･･
肌で感じる影響が出てきた

3

4

47



2024年はどうなっているのか

気温上昇で支障をきたす
学校教育活動

【教室】エアコン常時稼働、

冷えない校舎

【校庭】体育授業の中止

【プール】晴れていてもできない、

               水筒持参

【休み時間】遊びの制限、ストレス

【登下校】熱中症予防グッズ持参

さまざまな将来への不安

乗り越えていく力を授けなくていいの？ 自分は感じているのに子供たちへはスルー？

教員として、人としての良心 消してはならない使命感

それでも環境教育…その根底に

R4.2.16  校内教員によるグループワークより

5
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(4)学習の成果が生かせない
(子供に手出しのできる問題
ではない、変えられない)

(2)どう考えさせれば良いか？
(フィールドや学習過程、誰に

協力を求めれば？)

(3)結論をどうするのか？
(課題のスケールが大きす
ぎてゴールが見えない)

(1)何を学習させればよいか
(問題が多岐にわたっている、

知識もないし･･･)

環境教育に取り組もうとした時、経験すること

それでも実践を重ねた結果･･･

現実を知っての悲観

未来に役立っているのかという疑念

手出しできない無力感

教育で何もできないと感じる絶望感

私(教師)の
存在意義は?

例えばマイクロプラスチック問題に取り組んだとすると…

プラスチックが多用さ
れた理由
• 軽量(利用、運搬)
• 丈夫で長持ち
• ラベリング等が自在

(消費社会)
• 安価(製造が容易)
• 変幻自在(様々な素

材)

授業の想定ゴール
• 不要なプラスチッ

クはできるだけ手
に取らない

• 再利用する
• 不要物はリサイク

ルに回す
• 安易にごみとしな

い

しかし、生活にあふれるプラ
スチック
・包装 ・容器
・衣服 ・学用品、文具…
・プラスチックだらけのコン
ビニやスーパー
マテリアルリサイクル率 ２２％
ケミカルリサイクル率 ３％
サーマルリサイクル率 ６２％

(2022 プラスチック循環利用協会)

ジレンマ

環境教育に取り組もうとした時
経験すること

消費者教育の限界を乗り越える活動が今後必須
→ 生産者の立場の教育、アントレプレナーシップ教育

7
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例えば「カーボンニュートラル」 本当に実現できるの？

↓
社会の「大転換」が起きる必要がある

↓
そんなのムリゲー・・・

世の中は変われるのか

実は今まで起きてる大転換
産業革命、奴隷制廃止、省エネ、禁煙、
ジェンダー、スマートフォン・・・・・

大転換はこれからも起きる

例えば「禁煙」
⇩

電車の中、職員室
会社や国会の会議中

⇩
ホームでの分煙、喫煙所

⇩
令和2年4月1日
「健康増進法」「東京都受動喫煙防止条例」
屋内は原則禁煙

⇩

この２０年間に大転換が起きた

世の中は変われるのか

日本経済新聞社

東洋経済オンライン

9
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「石器時代が終わったのは、

石が無くなったからではない」
Sheikh Ahmed ZakiYamani (元サウジアラビア石油相 1973)

世の中は変われるのか

そのために必要なのは
GX(Green Transformation)

紙リサイクルは、原材料、再生、事業のエネルギー･･･
完全な資源循環型産業(カーボンニュートラル)の模範となりえる

環境教育

環境教育の視点を変える

環境問題を学ばせていた

無力感、環境教育の敬遠

環境問題の知識の習得
(消費者教育)

教室内から環境を
変えることは困難

環境問題で学ばせる (題材、切り口)

環境問題の知識を得て対処法を創造

(アントレプレナーシップ教育)

考え方、思考過程、価値観、
その学びをこれからに生かす

探求型学力の向上（ＥＳＤ）
持続可能な社会づくり

ＳＤＧｓ
の根幹

11
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人類が将来の世代にわたり恵み豊かな生活を確保できるよう、気

候変動、生物多様性の喪失、資源の枯渇、貧困の拡大等、人類の開

発活動に起因する現代社会における様々な問題を、各人が自らの問

題として主体的に捉え、身近なところから取り組むことで、それら

の問題の解決につながる新たな価値観や行動等の変容をもたらし、

持って持続可能な社会を実現していくことを目指して行う学習・教

育活動である。

(持続可能な開発のための教育に関する関係省庁連絡会議より)

一縷の望みＥＳＤ

ＥＳＤとＳＤＧｓ

第74回国連総会より(2019年12月)

・ESDは、ターゲットの1つとして位置付けられているだけ
でなく、SDGsの17全ての目標の実現に寄与するものである。

・持続可能な社会の創り手を育成するESDは、持続可能な開
発目標を達成するために不可欠である質の高い教育の実現に
貢献するものである。

ESD for 2030

13
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将来の変化を予測することが困難な時代を前に、子供たち
には、現在と未来に向けて、自らの人生をどのように拓（ひ
ら）いていくことが求められているのか。また、自らの生涯
を生き抜く力を培っていくことが問われる中、新しい時代を
生きる子供たちに、学校教育は何を準備しなければならない
のか。
(中央教育審議会
 「2030年の社会と子供たちの未来」(1)新しい時代と社会に開かれた教育課程 より)

これからの子供たちに身に付けさせなければならないこと

思考力、問題解決力、探究力などのキーワードで語られる、
知識偏重の対極となるもの。即ち資質・能力・態度。

・・・それってＥＳＤ！ 能力開発。人材育成。

ESDで育成する資質・能力 (ESD for 2030) 

認
知

幅広い知識
認知スキルやICTスキル
問題解決力
総合的思考力
システム思考力
批判的思考力
論理的思考力

社
会
的
情
動

意欲
主体性と協働性
生命や人間の尊重、環境の尊重、多様性の尊重
創造性・新たな価値を創造する力・好奇心
対立やジレンマを克服する心・強靭さ
自己効力感、メタ認知と他者理解力
行動

行
動

責任ある行動力
環境に配慮した日常生活
社会的行動力

・21世紀型学力
と言われるもの
・学習指導要領
・OECD

・非認知的能力

ACCU（公益財団法人ユネスコ・アジア
文化センター
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ＥＳＤの授業実践に必要なモノ、コト

ＥＳＤ

(5)ホールスクール
アプローチ

(6)評価

(1)地域資源

(2)カリキュラム

(3)外部連携

(4)学び方

ＥＳＤの実践に必要なモノ、コト

(1)地域資源 ～ 学校の地域にある資源は何か

       ①学校の立地に根差した地域資源を用いた教育内容

   ②学びを自分事にする

③すべては郷土愛につながる

地

域

資

源

環境資源 自然環境、住環境(宅地、農地、商業地、工業地)

社会資源 自治体の特徴、歴史、企業、NPO

文化資源 地域の風習(祭、行事)、地域の伝統(文化、工芸)

人材資源 地域人材

※環境資源(環境体験)がＥＳＤのベース

～ 原体験、感受性(感性)、価値観を染みつける必要性
今後すべての判断基準、直感としての感性基準となっていく

そこで学ぶ意味
～郷土愛～

地域の学校への
CSR
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ＥＳＤの実践に必要なモノ、コト

(3)外部連携 ～ 専門的知識や見解による学びの飛躍

      どう探すのか、学習内容の合意形成、Win-Winの関係性

項目 メリット デメリット

体験活動
ハードルが下がる

継続した協働が行えるチャンス
やっておしまい？

突発的に講座ができるわけではない

人手 体験活動に不可欠 事前打合、配置、謝金

特別教材 学校で用意ができないもの 体験授業のときのみ利用できる

専門知識 高度な知識、先端の知見
何でも教えてあげたい

教科書の内容を逸脱する可能性

専門技術 より安全で効果的な体験活動 その人しかできない？継続？

意欲喚起 教員、児童の意欲向上 難易度によっては意欲喪失

成果 「自分がやりたいこと」に繋がる やって満足

※外部連携のメリット・デメリット
十分な体験活動が大切

企業活動の
裏も表も

ＥＳＤの実践に必要なモノ、コト

(3)外部連携～コンテスト・コンクール(間接的関与)

 関心の誘発、学習の発展課題、価値観の発表・発信の場

持続可能な社会づくりに寄与
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ご清聴ありがとうございました

全国小中学校環境教育研究会
多摩市立連光寺小学校
校長 關 口 寿 也

sekiguchi-toshiya@city.tama.ed.jp
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日本から学ぶ資源リサイクル：
インドネシア人留学生の視点

ファティマ シャクラ アズハリ

京都大学大学院

地球環境学舎

環境教育論 修士課程2回生

1

留
学
目
的

I------------------------------------------I
１

６
階

の
建

物
（

４
０

m
）

京
都
・
紙
ご
み

日
本
か
ら
の
学
び

今
後
の
夢

インドネシアのごみ問題

1989年からジャカルタの都市廃棄物

バンタルグバン埋立地

出典: waste4change.org

出典: (SajianSedap, 2022) 

出典: (DepokPos, 2024) 

ごみ山
分
別
な
し

不
法
投
棄

ポ
イ
捨
て

2
出典: (EE-Arts, 2023) 

1
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留
学
目
的

京
都
・
紙
ご
み

日
本
か
ら
の
学
び

今
後
の
夢

学部卒業後：海外への進学を希望

3

インドネシア大学

専門：環境衛生学

京都大学 （合格）

学部

大学院地球環境学舎

環境教育論分野

1. 社会学の視点からの廃棄物削減

2. 環境配慮行動・意識

3. 環境教育

進学によって行いたい研究・学び

University of Edinburgh

University College of London

UNSW Sydney

University of Melbourne

東京大学

（合格）

（不合格）

（合格）

（研究生）

2022年に受けた入学試験

（合格）

（合格）

浅利美鈴教授

（「ごみ」や環境・SDGs教育）

留
学
目
的

京
都
・
紙
ご
み

日
本
か
ら
の
学
び

今
後
の
夢

日 本 で の 研 究 ・ 関 心 テ ー マ

4

なぜ以下のことが当たり前に行われているのか？

• 「自分のごみは自分の責任（ごみ箱に捨てる・持ち帰る）」

• 「ごみを分別すること」

• 「ごみ拾い活動」

日本における

• 環境教育・ナショナルカリキュラム

• 環境政策

• 自治体・団体・コミュニティーの役割

廃棄物削減につながる

意識向上・行動変容

どのように

3

4
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留
学
目
的

京
都
・
紙
ご
み

日
本
か
ら
の
学
び

今
後
の
夢

日 本 で の 研 究 ・ 関 心 テ ー マ

5

現在の研究テーマ :マイボトル利用促進に向けた

意識・行動変容研究

(Icon: Parzival’ 1997)

時間・空間共有
⇩

習慣化・価値観

COM-B 行動変容
フレームワーク

（参考：Michie, van Stralen and West, 2011; West and Michie, 2020）

京都市の紙ごみ削減・状況

6

留
学
目
的

京
都
・
紙
ご
み

日
本
か
ら
の
学
び

今
後
の
夢

5
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京・資源めぐるプラン
京都市循環型社会推進基本計画(2021-2030)

(１)くらしと事業活動における２Ｒの推進及びリニューアブルへのチャレンジ

(２)質の高い資源循環に向けた分別・リサイクルとエネルギー創出の推進

(３)自然災害の発生や長寿社会の進展等にもしなやかに対応できる強靭な適正処理体制の構築

～そもそもごみになるものを減らし，植物等の再生可能な資源を使う～

～もっと分別・リサイクルに取り組み，繰り返し資源として再生し，効率的にエネルギーを生み出す～

～災害に強い，長寿のまちの安心・安全なごみ処理体制を構築する～

「しまつのこころ条例」（平成27年10月施行）
雑がみを含むリサイクル可能な紙類の分別を

市民・事業者の義務とされている。
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①市民・事業者・行政の協働による２Rの促進

①-1 「しまつのこころ」の精神に根差した２Rの実施の取組拡大

参考： 京都市情報館. (2024)；京都市情報館. (2021)
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京都市の燃やすごみ組成内訳（令和５年度）

出典：京都市. (2024). 京都市環境局. [オンライン]: https://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000248968.html

燃やすごみの
32,6%

7

8
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京都市の紙ごみ排出削減状況
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「しまつのこころ条例」を施行
• 雑がみの分別・リサイクルを義務化
• 周知啓発や事業者への指導を徹底
• コミュニティ回収

• 「しまつのこころ条例」効果の底打ち
• 古紙価格の低下

• デジタル化の進展

出典：京都市. (2021). 「 「新・京都市ごみ半減プラン」の推進結果 」
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考えられる紙ごみ削減につながる行動変容の課題

分別において

一時的に保存する場所がない

散らばる・面倒臭い プラの代わりに
紙製の容器

外出時飲食容器において

マイカップ・マイ容器の持参が不便

リサイクルできない
紙ごみ発生

9
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日本の資源リサイクルから感じること
（インドネシアと比較）
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日本：古紙回収率が高い

出典：公益財団法人古紙再生促進センター. (2023). 数字で見る古紙再生. [オンライン] 利用可能: http://www.prpc.or.jp/recycle/number/

各国の古紙回収率 （2022年時点）
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インドネシアにおける資源ごみ回収制度： ごみ銀行（Bank Sampah）

（Liputan6.com from waste4change.org, 2022）

主に家庭で発生したごみを
コミュニティで分別回収し、
ごみをリサイクラーに売却し
た金額を住民たちが市中銀
行のように貯蓄、引き出し
出来る仕組み。
（国立環境研究所、２０１７）

家庭で分別されたごみ回収
に唯一効率的な制度。

インドネシアにおける
資源ごみ回収

1-2% 

ごみ銀行

10-15%

廃品回収者
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プラごみを回収するが
紙ごみはあまり回収しない

５８％ 紙類

２２％ プラ

１３％ 金属

６％ グラス

メ
ダ

ン
市

の
ケ

ー
ス

プラごみ 紙ごみ

使用場所 アウトドアも多い 主に家内

耐候性 高い 弱い

家庭からの分別・回収率
を高める必要がる。

（Khair, H., 2019; UNEP, n.d.）

国の廃棄物削減への貢献
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日本からの学び

① ポイ捨て・不法投棄が比較的低い

［古紙・紙類の資源ごみにとって「ポイ捨てされない」ことは非常に重要］

ポイ捨てが日本で比較的低い理由の一つ（仮説）

街中が常にごみが
散らばっていない

状況

清掃 ごみ拾い
活動

ポイ捨て
頻度が低い

大きくて目立つポイ捨て物があると、さらにポイ捨て
される可能性が高まり、

地面に落ちているこれらのポイ捨て物の量を減らせ
ば、その地域のポイ捨て率を全体的に下げることが
できる

Tehan et al. (2017)の研究結果
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日本からの学び

② 家庭からの効果的な資源ごみの回収

［古紙・紙類の資源ごみにとって「出所から回収する」ことは非常に重要］

②−１． 家庭ごみ有料指定袋制

②−２． 自治体による家庭ごみ回収制度が整っている率が非常に高い

• 日本  ：ほぼ100％*（The World Bank, 2018）

• インドネシア ：60％** （The World Bank, 2019)

• 日本 （京都） ：市民のごみに対するコスト意識・減量意識を高める （京都市、２０１９）

• インドネシア ：ごみ出しの料金は世帯の種類ごとに定められている（Bappenas, n.d.）

* 日本の代表として、６つの市（横浜、富山、大阪、那覇、神戸、北九州）におけるごみ回収率は１００％と記載されている
**1億4200万世帯からの割合
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今後の夢・挑戦したいこと
（グローバルな視点）
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インドネシアと他の東南アジア諸国

• 日本のように国内における紙リサイクルシステムを整備、古紙回収率をアップ

• 資源リサイクルを通じた地球規模での持続的社会づくり、子供たちへの啓発

• 日本で学んだことを通じた、市民の環境意識向上への「礎」になりたい

日本への希望

• 古紙の輸出以外にもアジア各国における、紙リサイクルのレベルアップに向けた支援

• アジアと世界の紙リサイクルの連携、協力のつなぎ手に

• 2025年大阪万博でリデュース、リユース、リサイクルの行動促進を実施、世界に情報発信を

今後の研究

• 長期的イベントによる来場者・参加者の環境教育・行動変容介入
18
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サステナブルチャレンジ 2050・共創共生 

（紙リサイクル・中期長期課題への取り組み） 

 

 

古紙再生促進センターは 1974 年の創立以来、半世紀に亘り、市民の皆様の分別意識の高さや  

紙リサイクルに関わる全ての方々に支えられ、紙ゴミ問題や古紙需給、品質問題等、各時代の懸案

に対して真摯に向き合い、解決に向けた様々な取り組みを実施してまいりました。 

 

日本の紙リサイクルは、大きな転換期の渦中にありますが、2024年に創立 50年の節目を迎えた

当センターは、次の半世紀に向けて何を目指すべきなのか。影響が予想される今後の社会動向を 

キーワードに様々なステークホルダーに御意見を伺い、多くの方々と将来像を共有し、それぞれの

立ち位置で今後の紙リサイクルをお考えいただけるような課題整理を 2022 年より開始、「サステ

ナブルチャレンジ 2050・共創共生」として取りまとめました。 

 

循環型社会形成に向けては、環境配慮の取組と経済成長を両立させる必要があり、紙リサイクル

の諸課題についても、持続的な社会作りに向けて「環境側面・経済側面・社会側面」のバランスを

考慮した対応が求められます。当センターは今回の中長期的課題整理の内容を踏まえた対策を具

体的なアクションに繋げるべく、ステークホルダーの方々との議論を進めると共に、公益的な立場

を強みとした循環型社会形成に関する、連携・協働のつなぎ手としての役目を果たしてまいります。 

 

 

 

（中長期課題整理への取組）                  （今後の PDCAイメージ） 

 

（サステナブルチャレンジ 2050・共創共生） 
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